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村のようす

(53年 3月 1日現在）
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お
ね
え
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
ね

待
ち
に
待
っ
た
入
学
式
が
、
四
月
四
日
村
内

の
各
小
学
校
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
入
学
し
た
児
童
は
百
一
名
で
、
み
ん
な

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
手
に
は
上

履
入
を
下
げ
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
付
き

添
わ
れ
て
、
元
気
に
初
登
校
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
緊
張
と
喜
び
が
入
り
ま
じ
っ
た
顔

で
臨
み
、
校
長
先
生
の
話
し
を
熱
心
に
聞
い
て

お
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
お
ね
え
さ
ん
、
お
に
い
さ
ん
よ
り

仲
良
く
勉
強
し
ま
し
ょ
う
と
い
わ
れ
て
、
こ
れ

ま
で
の
緊
張
感
も
ほ
ぐ
れ
て
、
現
代
っ
子
ら
し

く
す
ぐ
に
、
打
解
け
て
い
ま
し
た
。

や
が
て
日
本
の
将
来
を
担
う
、
こ
の
子
達
の

健
か
な
成
長
を
願
い
つ
つ
、
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
、
愛
の
一
声
を
か
け
た
い
も
の
で
す
。

手
を
あ
げ
て
横
断
歩
道
を
わ
た
る
一
年
生

お
に
い
さ
ん
、

ほ
く
ら
も
一
年
生
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総
合
グ
ラ
ン
ド

建
設
事
業
着
手
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三
月
定
例
議
会
は
三
月
十
日
開
か
れ
八
日
間
の
会
期
で
、
村

長
の
施
政
方
針
の
開
陳
に
続
い
て
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、
提

出
議
案
二
十
件
に
つ
い
て
も
慎
重
に
審
議
原
案
通
り
可
決
い
た

し
ま
し
た
。

い
ず
み
幼
稚
園
の
建
築
で
あ
り
ま
す

が
、
幼
児
教
育
に
つ
い
て
も
当
面
す
る

敬
老
年
釜
の
増
額
や
水

道
事
業
に
一
般
会
計
か

ら
多
額
の
繰
出
し

菜
、
果
樹
、
畜
産
、
養
蚕
等
の
振
興
作

目
の
補
助
事
業
の
導
入
と
実
施
、
収
出

荷
及
び
防
除
施
設
等
の
整
備
、
農
業
後

継
者
の
育
成
等
の
事
業
を
重
点
的
に
と

り
あ
げ
、
農
業
の
振
興
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
更
に
今
年

度
は
ご
承
知
の
よ
う
に
米
の
需
給
調
整

等
、
不
足
農
産
物
の
確
保
を
ね
ら
っ
た

水
田
利
用
再
編
対
策
が
実
施
さ
れ
、
誠

に
遺
憾
な
措
置
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や

む
を
得
な
い
さ
け
て
ば
通
れ
な
い
事
実

と
し
て
認
め
、
公
平
に
犠
牲
を
分
担
し

て
農
業
の
再
建
を
は
か
る
よ
う
農
家
に

理
解
と
協
力
を
求
め
た
い
と
考
え
ま

す
。
同
時
に
政
府
責
任
に
つ
い
て
は
今

後
も
き
び
し
く
追
求
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
o

.

尚
商
工
会
の
育
成
、
誘
致
企
業
の
安

定
の
た
め
に
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
強

化
す
る
様
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
課
題
と
し
て
論
議
し
て
来
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の
増
設

を
計
画
的
に
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
は
泉
地
区
の
五
歳
児
の
増
加
と

モ
川
一
小
の
学
級
増
の
見
込
に
よ
り
、

収
容
不
能
の
状
態
と
な
り
祀
す
の
で
、

玉
川
一
小
敷
地
内
に
約
四
百
乎
方
メ
ー

ト
ル
の
幼
稚
園
舎
を
建
築
し
、
利
用
に

応
え
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
り
た
い

今
回
の
定
例
会
で
の
村
長
の
施
政
方
針
の
中
か
ら
五
十
三
年
一
と
考
え
ま
す
。
又
教
員
住
宅
の
建
設
、

度
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
の
部
分
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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，
裡
面
振
法
、
産
振
法
等
の
導
入
に
よ
る
全

、．
i

心
麿
学
校
の
備
品
教
材
の
充
実
、
社
会

教
育
文
化
の
振
興
と
施
設
の
整
備
は
｀
教
育
及
び
社
会
体
育
の
一
層
の
振
興
助

長
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

村
政
の
重
点
施
策
と
し
で
進
め
て
来
た

道
路
改
良
舗
装
に

二
億
三
千
万
円

水
田
利
用
再
編
対
策
等
行
政

と
こ
ろ
‘
つ
あ
り
、
ご
承
知
の
様
に
小
学

道
路
の
改
良
舗
装
の
実
施
で
あ
り
ま
校
、
公
民
館
、
体
育
館
、
ブ
ー
ル
等
の

の
政
府
責
任
を
き
ぴ
し
く
追
求

す
が
、
住
民
生
活
に
直
結
し
産
業
文
化
完
成
を
見
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
更
に

の
発
展
の
基
盤
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
待
望
の
ま
ど
で
あ
る
総
合
グ
ラ
ソ
農
業
の
近
代
化
と
産
業
の
振
興
で
あ

国
、
県
道
の
改
良
整
備
を
進
め
る
と
共
ド
の
建
設
事
業
に
着
手
し
た
い
と
考
え
り
ま
す
が
、
日
本
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢

に
本
年
度
の
各
種
事
業
を
選
択
し
、
村
ま
し
て
、
こ
の
事
業
は
相
当
面
積
に
の
は
ま
こ
と
に
き
び
し
い
と
云
わ
な
け
れ

道
、
林
道
、
農
道
の
改
良
舗
装
の
促
進
ぽ
る
用
地
の
取
得
及
び
補
償
、
道
路
の
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
協
臣
g
済
成
長
の
ひ

に
総
額
二
億
一
二
千
万
円
を
投
入
す
る
予
取
付
等
の
難
し
い
問
題
も
あ
り
、
更
に
ず
み
と
是
正
を
強
い
ら
れ
、
正
に
昏
迷

定
で
あ
り
ま
す
。
尚
実
施
路
線
の
選
定
予
算
上
も
厖
大
な
数
字
と
な
り
、
し
か
と
衰
退
を
続
け
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま

と
配
分
に
つ
い
て
は
、
重
要
度
、
緊
急
も
補
助
金
額
が
少
な
く
起
債
と
一
般
財
す
。
そ
の
結
果
食
糧
の
自
給
率
の
低
下

度
を
配
慮
し
地
域
の
均
衡
と
調
和
の
と
源
の
依
存
度
が
極
め
て
高
い
性
質
、
土
地
利
用
率
の
減
退
、
農
業
の
に
な
住
民
福
祉
の
向
上
は
、
い
わ
ゆ
る
政

れ
た
改
良
舗
装
を
は
か
る
所
存
で
す
。
業
で
あ
り
ま
す
。

9

土
地
の
選
定
に
い
て
の
確
保
困
難
等
の
問
題
が
あ
り
、
の
窮
極
の
目
的
で
あ
り
、
住
民
が
健

村

営

住

宅

九

戸

建

築

て

は

、

東

西

両

地

域

の

利

用

に

便

i

本
村
に
お
い
て
も
、
自
立
専
業
農
家
へ
康
で
安
心
し
て
幸
福
な
生
活
を
保
障
す

用
地
取
得
の
可
能
性
が
あ
り
、
が
の
自
信
を
失
な
い
、
離
農
な
い
し
は
兼
る
責
任
と
、
機
能
を
果
さ
な
け
れ
ば
な

本
村
の
人
口
は
、
か
っ
て
の
減
少
傾
成
工
事
が
節
滅
出
来
る
場
所
を
選
業
化
へ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
ま
す
。
り
ま
せ
ん
。
公
共
投
資
と
社
会
資
本
の

本
年
度
中
に
用
地
を
取
得
し
翌
年
．
行
政
の
無
能
と
深
刻
の
政
府
責
任
を
問

一蓄
積
と
並
行
し
な
が
ら
、
き
め
細
か
い

向
か
ら
よ
う
や
＜
増
加
傾
向
に
移
行
し

．

て
参
り
ま
し
た
。
二
次
、
三
次
産
業
の
造
成
整
備
を
完
了
し
た
い
所
存
で
．
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
と
考
え
思
い
や
り
の
深
い
福
祉
行
政
を
進
め
て

ま
す
、
こ
の
た
め
に
は
相
当
な
困

i

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
農
業
が
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

増
大
と
通
勤
圏
の
拡
大
に
よ
る
も
の
で

＇
も
あ
り
ま
す
の
で
特
段
の
ご
援
助
』
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
り
農
家
が
各
種
老
人
、
児
童
、
母
子
等
の
福
祉
の
向
上

従
来
よ
り
も
計
画
に
基
づ
い
て
村
営
住

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
ぃ
産
業
の
母
体
で
あ
る
こ
と
に
ば
変
り
は
を
は
か
り
、
施
設
の
拡
充
、
敬
老
年
金

宅
を
建
設
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年

な
い
の
で
あ
り
、
農
業
生
産
の
近
代
化
の
増
額
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
助
長
、

も
泉
保
育
所
隣
接
の
村
有
地
を
活
用
し
す
。

高
能
率
化
を
積
極
的
に
推
進
し
な
け
れ
児
童
の
健
全
育
成
等
を
推
進
し
た
い
と

鉄
骨
ブ
ロ
ッ
ク
ニ
階
建
の
九
戸
を
建
築

'̀玉
川
＿
小
校
地
内
に

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
そ
考
え
ま
す
。
叉
村
民
の
健
度
の
も
と
に

し
、
人
口
増
加
の
需
要
に
応
え
る
所
存

の
た
め
農
地
の
造
成
、
区
画
の
整
理
、
保
健
衛
生
の
普
及
、
予
防
検
診
の
徹
底

で

あ

り

ま

す

。

幼

稚

園

建

設

農
道
、
林
道
、
か
ん
が
い
排
水
等
の
土
に
努
め
る
と
共
に
、
医
療
を
確
保
し
国

地
基
盤
の
整
備
、
米
、
た
ば
こ
、
野
保
事
業
の
助
長
を
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
余
暇
時
間
を
体
力
増
進
に

活
用
し
、
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
明
る

く
楽
し
い
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
玉
川
村
体
育
館
を
次
の
と
お
り
広

く
村
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
ま
す
の
で

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

一
、
開
放
日
昭
和
五
十
三
年
四
月
か

ら
五
十
四
年
三
月
の
毎
週
金
曜
日
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
開
放

し
ま
す
。
但
し
、
年
末
年
始
（
十
二

月
二
十
八
日
！
一
月
四
日
）
と
祭
日

に
当
っ
た
金
曜
日
は
除
き
ま
す
。

二
、
競
技
種
目
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ト
ミ
ン
ト
ソ
、
卓
球
、
そ
れ
に
体

育
館
が
そ
の
つ
ど
許
可
し
た
種
目

三
、
使
用
上
の
注
意
使
用
者
は
運
動

ズ
ッ
ク
を
着
用
し
喫
煙
及
び
火
気
使

用
を
一
切
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
体
育
館
を
汚
損
す
る
よ
う
な
物

品
を
持
ち
込
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
使
用
に
つ
い
て
は
係
員
の

指
示
事
項
を
守
り
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
で
楽
し
く
使
っ
て
い
た
だ

：
き
ま
す
。

[[.-
.
‘

.

四
、
使
用
中
に
生
じ
た
事
故
等
に
つ
い

て
、
体
育
館
で
は
責
任
を
負
い
ま
せ

ん。 体
育
館
で

体
力
つ
く
り
を

叉
水
道
事
業
の
広
域
性
を
重
視
し
一

般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
出
し
を
行
な
い

住
民
福
祉
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

以
上
重
点
事
業
に
つ
い
て
内
容
を
説

明
い
た
し
ま
し
た
が
、
勿
論
申
し
上
げ

ま
し
た
以
外
の
行
財
政
需
要
も
多
く
、

財
源
の
許
す
範
囲
に
お
い
て
事
業
を
計

画
し
、
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
す
。
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53年度

一般会計

わが村の予算

10億6干7百~8万円
伸び率16.07ハーセント

五
十
一
＿
一
年
度
当
初
予
算
が
、
三

月
定
例
会
に
於
て
議
決
さ
れ
ま
し

こ。t
 

今
年
の
予
算
は
、
一
般
会
計
十

億
六
千
七
百
四
十
八
万
円
で
、
昨

年
対
比
十
六

・
O七
パ
ー
セ
ン
ト

伸
び
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
大
き
な
伸
び
を

示
し
て
い
る
の
は
、
建
設
事
業
関

係
予
算
で
道
路
整
備
、
住
宅
建
設

幼
稚
園
建
設
、
村
民
運
動
場
建
設

費
等
の
増
大
に
よ
り
対
前
年
比
で
、

土
木
費
が
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

教
育
費
が
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸

び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
国
保
特
別
会
計
は
、
昨
年

に
比
較
す
る
と
二
十
ニ
・
一
五
。
ハ

ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
般
会
計
、
国
保
特
別

会
計
水
道
事
業
会
計
の
歳
入
歳
出

内
訳
を
、
グ
ラ
フ
に
表
わ
す
と
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

歳
その他 (2.8%) 

29,621祠

入

53年度一般会計予算
内訳 歳 出 内 訳

議会費
30,307祠

(2.9 %) 

469,700千円

分担金及び

負担金

地方譲与税
自動車取得税
27,000千P:I

(2.5 %) 

算予計会
＂ 

月特険保康健民国度年3
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村

税

の

内

訳

歳

入

村民税
29,653命 (22.3形）

固定資産税 74,340祠 (56.0 %) 

その他 3,783孟(2.9%)

電気税たばこ消費税
8,160詞 16,800訥

(6.1%) (1 2. 7 %) 

その他1,778千円 (0.6%)

繰入金 2,795千円(LO彩）

歳
出

保険税 108,226祠 (38.3 %) 国庫支出金 169,672初 (60.1 %) 

予 算 総 額 282,471千円

保険給付費 258,071千円 (9 1.3 %) 

その他
10,413国(3.7%)

総務費
13,987詞
(5.0 %) 
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昭和53年度玉川村広域簡易水道事業会計予算

4 1,31 8千円
歳入 の 部 歳出 の 部 単位千円（）内は構成比％

事

業

収

益

営

業

収

益

営
業
外
収
益

給水収益 19,960 (48.31) 

受託工事

収益
100 ( 0.2 4) 

その他の

営業収益

他会計

補助金

受取利息
及び

配当金

1,1 5 8 (2.0 8) 

20,000 (48.41) 

1 0 0 (0.2 4) 

事

業

費

用

営

業

費

用

営
業
外
費
用

予

原水及び

浄水費
6,713 (1 6.2 5) 

配水及び
給 水 費

8,020 (19.41) 

受託
工 事 費

総 係 費

減価
償却費

金還償債業企
資
本
的
支
出

0

0

 

2

7

 

50 

100 

779 

分れ分担金 5,000 

（

（

 

（

（

（

 

、ヽノ5
 

ー

．
 

)

)

4

)

）

）

 

5

7

1

2

4

9

 

0

1

(

1

2

8

 

．

．

．

 

0
 

0
 

0
 

0
 

1
 

(1 2.1 0) 

基本料金(1ケ月につき） 超蹴金（｝差汀）

種 別
水 量 改料正前金の改料正後金の改料正前金の改料正後金の

一般用 10立方米 600円 700円 60円 70円

団体用 20立方米 1,200円 1,400円 60円 70円

営業用 20立方米 1,200円 1,400円 60円 70円

臨時用 1立方米 80円 100円

L
水

道

料

金

2. メーター器使用料 3. 水道加入金

水
道
料
金
改
正

四月一日より水道料金、

メーター使用料及び水道加

入金が左記のとおり改正さ

れます。

メーター器使用料(1ヶ月につき）
種 別

改正前の使用料 改正後の使用料

口径13ミリ以下 5 0円 1 0 0円

口径20ミリ以下 1 2 0円 2 0 0円

口径25ミリ以下 1 3 0円 3 0 0円

口径30ミリ以下 4 0 0円

口径40ミリ以下 2 3 0円 5 0 0円

口径50ミリ以下 9 5 0円 2,000円

加 入 金
メーターの口径

改正前 改 正 後

13ミリメートル 30,000円

20 ミリメー•トル 50,000円

25ミリメートル 80,000円
ー率 30,000円

30ミリメートル 140,000円

40ミリメート）レ 200,000円

50ミリメートル 300,000円
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新入学（園）おめでとう。 こ
と
し
も
四
月
四
日
か
ら
十
五
日
ま

で
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
期
間
は
特
に
、
新
入
学

（
園
）
に
も
当
り
ま
す
の
で
、
「
こ
ど

も
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
村
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
は
二
十
四
件
で
、
死
者
二
人
、

け
が
を
し
た
人
三
十
六
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
交
通
事
故
が
減
少
し

て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
件
数
で

七
件
、
死
者
一
人
、
け
が
を
し
た
人
十

五
人
と
、
い
ず
れ
も
前
年
に
比
べ
て
増

え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
交
通
事
故
を
少

し
で
も
な
く
す
た
め
に
、
お
互
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

何
ん
と
い
っ
て
も
、
家
族
み
ん
な
の

交
通
安
全
の
担
い
手
は
、
お
母
さ
ん
方

で
す
の
で
、
家
族
の
安
全
と
家
庭
の
幸

せ
の
た
め
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

時
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

八
そ
の
一

V

―
つ
の
こ
と
に
夢
中
に

な
る
と
、
ま
わ
り
の
物
が
目
に
入
ら

な
く
な
る
。

・
道
路
で
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で

い
て
、
車
が
近
づ
い
て
も
気
が
つ

か
な
い
。

・
ポ
ー
ル
を
追

っ
か
け
て
、
い

き
な
り
車
道
に

飛
び
だ
す
。

・
道
路
の
反
対

側
か
ら
、
親
や

友
達
に
声
を
か

け
ら
れ
た
り
、

手
を
振
っ
て
合

図
さ
れ
る
と
、

い
き
な
り
車
道

へ
飛
び
出
す
。

・
親
と
手
を
つ

な
い
で
歩
い
て

い
て
も
、
興
味

の
あ
る
物
（
た

；
と
え
ば
お
も
ち

ゃ
屋
）
な
ど
を

表
彰
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

優
良
運
転
者
の

車
道
の
反
対
側
に
見
つ
け
た
ら
、

つ
な
い
だ
手
を
振
り
切
っ
て
も
飛

び
出
そ
う
と
す
る
。

八
そ
の
二
＞
そ
の
時
そ
の
時
の
気
分

に
よ
っ
て
行
動
が
変
わ
る
。

•
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
る
と
、
は

し
ゃ
い
で
落
ち
つ
き
が
な
く
な
る
。

ま
た
、
父
母
に
叱
ら
れ
た
り
す
る

と
そ
の
こ
と
ば
か
り
が
気
に
な
り
、

ま
わ
り
を
見
な
い
で
道
路
を
歩
い
た

り
す
る
。

こ
の
た
び
運
転
免
許
を
取
得
さ
れ
て

か
ら
、
十
年
間
以
上
、
無
事
故
無
違
反

の
運
転
者
の
方
に
対
し
、
永
年
の
努
力

を
た
た
え
表
彰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ。t
 つ

き
ま
し
て
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
も

れ
な
く
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

0
表
彰
を
う
け
る
こ
と
の
で
き
る
人

運
転
免
許
を
取
得
さ
れ
て
か
ら
、

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
現
在
で
、

十
年
間
以
上
無
事
故
無
違
反
の
方
で

現
在
玉
川
村
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

0
表
彰
か
ら
の
ぞ
か
れ
る
人

①
過
去
十
年
以
内
に
同
種
の
表
彰

八
そ
の
三
＞
物
事
を
単
純
に
し
か
理

解
で
き
な
い
。

・
自
分
が
黄
色
い
旗
を
持
っ
て
い

た
ら
、
車
は
、
い
つ
ど
こ
で
も
必

ず
止
ま
っ
て
く
れ
る
と
思
い
こ
む

・
走
っ
て
い
る
車
が
止
ま
る
た
め

に
、
ど
の
く
ら
い
の
距
離
が
必
要

な
の
か
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

八
そ
の
四
＞
大
人
の
ま
ね
を
す
る
。

・
信
号
を
無
視
し
て
横
断
し
た
り

交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
大
人
を

見
て
、
そ
の
通
り
の
ま
ね
を
す
る

八
そ
の
五
＞
物
か
げ
で
遊
び
た
が
る

・
駐
車
中
の
車
の
下
に
も
ぐ
り
こ

ん
だ
り
し
て
遊
ぶ
。

・
大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
か
く

れ
た
り
、
入
っ
て
遊
ぶ
。

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
。

＠
申
し
込
み
の
と
き
に
免
許
証
の

停
止
、
取
消
し
処
分
に
な
っ
て
い

る
方
。

⑱
交
通
安
全
に
反
す
る
行
為
等
の

あ
る
者
で
、
表
彰
す
る
こ
と
が
好

ま
し
く
な
い
人
。

〇
申
し
込
み
先

玉
川
村
役
場
企
画
課

〇
申
し
込
み
方
法

自
分
で
申
し
込
む
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
坊
は
、
自
動
車
安
全
セ
ン
ク
ー
の

発
す
る
「
無
事
故
無
違
反
証
明
書
」

（
手
数
料
六
百
円
、
手
続
用
紙
は
警

.... ... .... .-... .. .. ......... .... . .... ．．．． . =・・・. .. ．．．．．．． ... .. ... • ... 

察
署
、
駐
在
所
、
役
場
に
あ
り
ま

す
）
を
と
っ
て
、
役
場
そ
な
え
つ
け

の
用
紙
に
添
え
で
、
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。な

お
、
証
明
書
は
申
し
込
ん
で
か

ら
最
低
、
十
日
間
位
要
し
ま
す
の
で

お
含
み
お
き
下
さ
い
。

〇
申
し
込
み
期
日

昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
日
ま
で

0
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
企
画
課

又
は
石
川
警
察
署
交
通
係
、
駐
在
所

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
よ
う
な
優
良
運
転
者

と
し
て
表
彰
を
受
け
て
お
り
ま
す
と

不
幸
に
し
て
、
運
転
免
許
の
行
政
処

分
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
処
分
を
軽

減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

/． 
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弓
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一
囲
碁
・
将
棋
の
一

'

,

 

'

,

 

1

,

 

＇ 一

ひ

ろ

ば

一

'

,

 

I

I

 
'

,

 

ヽ

＂ 皿
玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
並
び
呻

一
に
須
釜
公
民
館
に
、
碁
盤
と
将
棋
盤
叩

血
を
揃
え
土
曜
日
を
除
い
た
平
日
、
午
皿

9

.

I

 

叩
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
『

．．
． I
 ＇ 

呻
囲
碁
・
将
棋
愛
好
者
に
会
場
を
提
供

Ill
ーー

＇ ヽ＇ 

[
い
た
し
ま
す
。

1

,

 

呻
希
望
者
は
仲
間
を
さ
そ
っ
て
ど
う
~

1

'

,

 

I
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ー

呵
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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「点と線」は紙面の都合により休ませていただきます
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議
語
農
会
」
発
足

I
I
I
f
~

＝
 

――
 』

ll""11" 

我
々
の
手
で

果

樹

部

会

岡

部

英

栄

竜

崎

葉

煙

草

部

会

関

根

照

雄

川

辺

養

蚕

部

会

大

越

喜

義

南

須

釜

畜

産

部

会

岩

谷

利

秋

小

高

四

、

監

事

一

二

吉

勝

喜

竜

崎

村

農

成

し

，
II

滝

口

政

信

：
山
小
屋

-
し

1
1

関
根

•
L
夫
小
高

‘ヽ
•

玉

’

そ
の

れ
ま
五
、
支
部
役
員

JI
村

副
支
部
長

'

支

部

名

支

部

長

し
た

辺

野

崎

鎌

一

、、

矢

部

義

秋

総

、

・昭

':
川
‘[・

和

五

支

予

小

高

須

藤

重

次

郎

佐

藤

i

孝
夫

算

を

・

い

次

中

小

針

正

美

高

林

邦

男

：の

方

々

が

選

ば

れ

ま

し

た

。

竜

崎

橋

本

義
晴

石

井

清

春

一

、

会

長

佐

久

間

安

直

北

須

釜

南

須

釜

小

山

田

金

義

占
宗

形

菊

夫

二

、

副

会

長

熊

田

和

也

川

辺

北

須

釜

楯

枝

義

二

矢

吹

金

一

＂

大

越

十

七

南

須

釜

吉

矢

部

｀
茂

昭

須

釜

貞

幸

山

小

屋

石

森

博

信

石

森

国

雄

一
一
部
会
長

一水

稲

部

会

小

針

政

一

四

辻

新

田

塩

田

勝

利

塩

田

豊

野

菜

部

会

須

藤

利

夫

今

後

は

主

と

し

て

、

各

専

問

部

会

を

中
心
と
し
て
r

．
年
間
計
画
を
定
め
、
農

業
改
良
普
及
所
と
農
協
の
結
び
つ
き
を

な
お
一
層
強
め
て
、
就
業
改
善
セ
ソ

タ

ー
、
須
釜
公
民
館
を
研
修
の
場
と
し
て

玉
川
村
農
業
振
興
の
た
め
、
原
動
力
と

な
る
事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

尚
設
立
時
の
会
員
数
は
百
五
名
で
す

が
、
今
後
加
入
希
望
さ
れ
る
方
は
、
支

部
役
員
を
通
じ
て
、
入
会
申
込
み
書
を

提
出
し
て
下
さ
い
。

* 0 

「扇農会」 設立総会

)II }I[ 
,' 

辺辺

り
の
警
察
署
に
届
出
て
、
所
持
の
手
続

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
譲
受
け
、
相
続
し
た
と
き
は

二
十
日
以
内
に
所
有
者
変
更
の
手
続
き

を
＼
．、、及
び
登
録
証
を
滅
失
な
ど
し
た
場

合
も
へ
、ど
も
に
県
教
育
庁
文
化
課
に
そ

～のの
手
続
き
を
と
つ
て
く
だ
さ
い
9

-.,I

今
年
度
の
登
録
審
査
会
は
、
次
の
日

程
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ

い
会
場
で
早
め
に
登
録
を
受
け
て
く
だ

さ
い
o

.

ゞ
五
月
ニ
ナ
五
日
（
木
）
会
津
若
松
市

六
月
二
十
二
日
（
木
）
い
わ
き
市

七
月
二
十
七
日
（
木
）
郡
山
＇．．
 

＂
i

．市

九

月

二

十

八

日

（

木

）

福

島

市

十
一
月
十
六
日
（
木
）
会
洋
若
松
市

十
二
月
二
十
二
日
（
金
）
9.白

河
□

，
市

らさ
]

一
月
二
十
五
日
（
木
）
原
町

？土、市

い
ず
れ
も
県
合
同
庁
舎

二

月

二

十

二

日

（

木

）

福

島

市

県
庁
会
議
室

苔

標
準
小
作
料
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

現
在
、
玉
川
村
の
標
準
小
作
料
は
、

昭
和
五
十
年
四
月
に
設
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

．．

．
 

標
準
小
作
料
は
、
定
め
ら
れ
た
後
、

三
年
を
経
過
し
た
と
き
並
び
に
農
産
物

の
価
格
、
又
は
、
生
産
費
等
に
著
し
い

変
動
を
生
じ
た
と
き
に
は
、
農
業
委
員

会
で
は
改
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

•
『

ヽ
．．
 
，農

業
委
員
会
は
、
標
準
小
作
料
を
設

一

ル

剣

・

銃

砲

な

ど

を

お

定

あ

る

い
は
、
改
定
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
定
め
ら
れ
た
方
式
（
土
地
残
余
方

式
）
に
よ
り
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り
の
標

持
ち
の
方
は
登
録
を
受

げ

て

]べ

た

さ

い

．ミ

準
小
作
料

9

の
試
案
額
を
、
関
係
資
料
を

•• 

t
 
•• 

-
'

1
>

ぷ
唸

・`[

．． 

網
羅
し
て
作
成
し
、
そ
れ
を
地
方
、

．県

刀
剣
類
を
発
見
し
書
-

IIIー11（ 

四月公民館関係行事

1日．囲碁将棋のひろばはじめ

‘花いっぱい運動はじめ、

4日春の交通安全運動

6日老人クラブ連合会総会

一時・須釜公民館高

齢者教室打合せ

7日、口体育館開放日

農地の区分 標
v・ ； 

準 額 備・-:'., '.・ —. ● ·.• ?,,.-, 
考 ・ . .-

- 上 田 34,000円 10アー1と当り収量510kg

．．． 田--
中 ；、 田 ~． 27,000円 10アール当り収量 420kg

;, . 
下 田 特に定めない

; 

C - ・.' 

たばこ畑 20,000円 10アール当り収量213kg
畑

普通畑 特に定めない

段
階
で
調
整
を
行
な
い
、
農
業
委
員
会

よ
り
委
嘱
さ
れ
た
小
作
料
協
議
会
（
貸

し
手
代
表
五
名
、
借
り
手
代
表
五
名
、

学
識
経
験
者
五
名
、
計
十
五
名
）
に
諮

問
協
議
を
経
て
、
そ
の
答
申
を
得
て
農

業
委
員
会
で
決
定
す
る
と
い
う
仕
組
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
こ
の
よ
う
な
経
過
に
よ
り
改
定
さ

れ、

／
三
月
一

0
日
付
に
て
公
示
さ
れ
た

玉
川
村
の
標
準
小
作
料
は
別
表
の
と
お

り
で
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

小
高

中
岩
法
寺

•

一

I

,．
 

，
 

竜
崎

南
須
釜

四

辻

新

田

地

お

く

や

み

28
日

27
日

26
日

，．．．，．．，．． 

212014 
日日日

13
日

関
根
フ
ョ
ノ

66

小

針

善

治

65

村

越
ぃ
ト
メ

88

塩
沢
重
四
郎

55

上

野

イ

ナ

83

大

越

ヨ

ネ

8

7

関

根

勝

治

70

勝

婦
人
学
級
抒
合
せ

一
時
玉
川
公
民
館

体
育
館
開
放
日

家
庭
教
育
学
級
打
合
せ

体
育
館
開
放
日
・
社
教
定
例
研

修

・

社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
合
同
会
議

文
化
の
ふ
る
さ
と
推
進
会
議

（
県
庁
）

体
育
指
導
委
員
会

体
育
館
開
放
日

≫
‘
r
9
ヽヽ―

お

め

で

た

（
二
月
分
の
出
生
―

地

区

出

生

児

氏

名

保

護

者

名

川

辺

野

崎

久

美

子

：
久

夫

蒜

生

芦

吹

清

清

徳

中

●

r高
林

浅

茂

浅

松

＂

．
角

田

重

成

守

之

＂

小

林

路

子

和

己

竜

崎

湯

沢

光

，

勝

勝

＂

小

林

未

恵

正

司

南

須

釜

石

津

博

，

之

節

男

北

須

釜

’

関

根

恵

美

子

恵

二

吉

須

釜

里

美

半

治

（
二
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）世

帯
主
名

区

死

亡

者

氏

名

年

令

健

輔

善

雄
清・ミ

イ

広
之
助

ス
L

ーイ




